


鹿児島市立病院の周産期死亡率は,昭和 51 年の山下家の 5つ児の誕生を契機とし,前年度(

昭和 50 年)の 25.0 からその後の 9.8～12.5 へと大幅な改善を示した。これは,人工呼吸器

をはじめとする新生児医療機器の充実や,新生児看護体制の確立などによる,新生児死亡率

の改善によるところが多。 

一方胎児死亡(後期死産)をみると,一定の改善傾向はみられず,むしろ,51 年以降は,年々

増加の傾向すらみられる。 

そこで今回は,51 年から 55 年までの,胎児死亡をあげ,その一例一例を検討し,問題点を検

討してみた。 


